
学校番号 101 

平成 30 年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新版「数学Ｂ」 （実教出版） 

副教材等 アクセスノート 数学Ｂ （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学Ｂは，将来数学が必要な専門分野に進もうとする生徒や、数学に強い興味・関心をもってさら 

に深く学習しようとする生徒が学習する科目です。ここで学ぶ「ベクトル」は、「物理」などの分

野の事象の解明に大きな効力を発揮します。数学や身近な物理学の事象と連携させながら学ぶとよ

り深い知識が身につきます。 

数学Ｂの授業では，適宜提出物を課すのでしっかりと取り組むようにしなさい。 

 

２ 学習の到達目標 

数学の活用面において基礎的・基本的な役割を果たす「数列」・「ベクトル」について理解させ，

知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを

活用する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数学の論理や体系に

関心をもつとともに，

数学のよさを認識し，

それらを事象の考察

に積極的に活用して

数学的論拠に基づい

て判断しようとする。 

事象を数学的に考察

し表現したり，思考の

過程を振り返り多面

的・発展的に考えたり

することなどを通し

て，数学的な見方や考

え方を身に付けてい

る。 

事象を数学的に表

現・処理する仕方や

推論の方法などの技

能を身に付けてい

る。 

数学における基本的

な概念，原理・法則

などを体系的に理解

し，知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

定期考査 

ワークプリント 

確認テスト 

定期考査 

ワークプリント 

確認テスト 

定期考査 

ワークプリント 

確認テスト 

定期考査 

ワークプリント 

確認テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

４ 学習の活動 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 数
列 

1 章 数列 

 １節 数列とその和 

 1．数列 

 2．等差数列 

 3．等差数列の和           

 4．等比数列               

 5．等比数列の和           

○  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 数列の一般項や初項から第

n項までの和を nを用いて表わ

し、それを身近な問題の解決に

活用しようとする。 

b: 記号 {an}や n の式と an と

の対応関係に着目し、数列の一

般項の意味を理解できる。等差

数列の一般項や初項から第 n

項までの和の求め方を理解し、

活用できる。等比数列の一般項

や初項から第 n 項までの和の

求め方を理解し、活用できる 

c: 数列の一般項を n の式で表

わしたり、身近な問題の解決に

活用できる。等差数列や等比数

列の性質に着目し、公式を導く

ことができる。 

d:数列の一般項の意味を理解

し、等差数列や等比数列の表現

法を身に付けている。預貯金の

元利計算など、社会生活におい

て数列が果たしている役割を

理解している。 

定期考査 

ワークプ

リント 

確認テス

ト 

数
列 

２節 いろいろな数列 

 1．数列の和とΣ記号 

 2．階差数列 

 3．数列の和と一般項  

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a: 数列の一般項や和の記号Σ

に関心をもち、数列を身近な問

題の解決に活用しようとする。 

b: 和の記号Σの必要性と意味

を理解し、数列の和の考察に活

用できる。階差数列の意味と階

差数列を活用して一般項を求

める考え方を理解できる 

cｄ: Sn と Sn-1 の関係を理解

し、一般項を nの式で表わすこ

とに応用できる。階差数列の性

質に着目し、公式を導くことが

できる。 

 

定期考査 

ワークプ

リント 

確認テス

ト 



 

数
列 

３節 漸化式と数学的帰納法 

 1．漸化式 

 2．数学的帰納法 

○  

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:漸化式に関心をもち、数列を

漸化式を用いて表現しようと

する。数学的帰納法に関心をも

ち、推論したことを数学的帰納

法を用いて証明しようとする。 

b: 漸化式の意味と数列を漸化

式で表現することのよさを認

識できる。数学的帰納法の意味

と考え方を認識し、自然数を用

いた命題の考察に活用できる 

c:数列を漸化式で表現し、その

数列の一般項を導くことがで

きる。数学的帰納法を用いて、

自然数を用いた命題を証明で

きる。 

d:数列を漸化式で表現し、その

数列の一般項を導くことがで

きる。数学的帰納法を用いて、

自然数を用いた命題を証明で

きる。 

定期考査 

ワークプ

リント 

確認テス

ト 

２ ベ
ク
ト
ル 

２章 平面上のベクトル 

 １節 平面上のベクトル 

 1．ベクトルとその意味 

 2．ベクトルの演算 

 3．ベクトルの成分 

 4．ベクトルの内積 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: ベクトルに関心をもち、ベ

クトルの基本的な概念や性質

を調べようとする。 

b: ベクトルの意味や演算、成

分などの基本的な考え方につ

いて理解できる。ベクトルの演

算法則と数の演算法則の類似

性について認識できる。2つの

ベクトルのなす角や成分表示

に関係付けて内積の意味を理

解できる。 

c: ベクトルのなす角やベクト

ルの平行、垂直を式で表現し、

平面図形の性質を数学的に考

察し処理ができる。 

d: ベクトルの基本的な概念を

理解し、いろいろな事象をベク

トルで表現し処理する考え方

を身につけている。 

定期考査 

ワークプ

リント 

確認テス

ト 



 

ベ
ク
ト
ル 

２節 ベクトルの応用 

 1．位置ベクトル 

 2．ベクトルの図形への応用             

 3．ベクトル方程式               

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: ベクトルに関心をもち、ベ

クトルの基本的な概念や性質

を調べようとする。 

b: ベクトルの意味や演算、成

分などの基本的な考え方につ

いて理解できる。ベクトルの演

算法則と数の演算法則の類似

性について認識できる。2つの

ベクトルのなす角や成分表示

に関係付けて内積の意味を理

解できる。 

c: ベクトルのなす角やベクト

ルの平行、垂直を式で表現し、

平面図形の性質を数学的に考

察し処理ができる。 

d: ベクトルの基本的な概念を

理解し、いろいろな事象をベク

トルで表現し処理する考え方

を身につけている。 

定期考査 

ワークプ

リント 

確認テス

ト 



３ ベ
ク
ト
ル 

３章 空間のベクトル 

 １節 空間のベクトル 

 1．空間の座標 

 2．空間のベクトル 

 3．ベクトルの内積 

 4．位置ベクトルと空間の図

形 

○  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 空間座標に関心をもち、そ

の意味や表わし方を活用して、

空間内の距離や分点の性質を

調べようとする。空間のベクト

ルに関心をもち、ベクトルの基

本的な概念や性質を調べ、空間

図形の考察に活用しようとす

る。 

b: 空間座標の概念を認識し、

空間における点の位置の表し

方や２点間の距離の求め方を

理解できる。空間におけるベク

トルが、平面上のベクトルと同

様に扱えることを認識してい

る。 

c: 空間のベクトルを用いて、

基本的な空間図形の性質や関

係を表現できる。空間のベクト

ルを用いて空間図形の性質を

数学的に考察し処理すること

ができる。 

ｄ：空間座標を理解し、空間図

形の考察に活用する考え方を

身に付けている。空間ベクトル

の演算や内積及び成分表示を

理解し、空間図形の考察に活用

する考え方を身に付けている。 

定期考査 

ワークプ

リント 

確認テス

ト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


